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南あわじ市長 守本 憲弘

くの参加者が集まりました。
　参加した学生からは、「子どもの頃に学童にお世
話になったので恩返しがしたい」「子どもが大好き
で力になりたい」など、さまざまな思いや経験が寄
せられました。それぞれの特技や経験を生かし、地
域の一員として貢献したいという熱意が感じられま
した。
　このような学生の活動は、地域に根ざした社会貢
献の精神を育む大切な機会です。今後も大学は、地
域の皆さまとのつながりを深め、学生が積極的に地
域に関わる場を広げてまいります。

　5月に行われた守本市長の特別講演で、南あわじ
市のアフタースクール（放課後事業）の意義や活動
内容が紹介されました。講演を聞いた学生の間では、
「自分たちにもできることはあるのか？」という声
が上がり、この問いかけが新たな地域貢献の動きに
つながりました。
　その後、教育委員会による説明会が学内で開催さ
れ、学生が放課後事業を支援するスタッフとしてど
のように関わり、どんな役割を担えるのかが具体的
に紹介されました。説明を聞いた学生からは、「私
にもできるかもしれない」といった前向きな声が多
く寄せられました。
　説明会の後にはスタッフ登録会も実施され、事前
に聞いていた学生だけでなく、偶然通りがかった学
生や友人から話を聞いて興味を持った学生など、多

学生と地域がつながる「放課後事業」への参加広がる

吉備国際大学吉備国際大学からのからのお知らせお知らせ

南あわじ市の子育て支援
～安心して子育てできるまちを目指して〜

　全国的に少子化が大きな問題となる中、南あわじ
市でも昨年度の出生数は 163 人と、10 年前の半分
以下にまで減少しています。
　南あわじ市では、「子育ての喜びが見えるまち」
を目標に掲げ、若者や子育て世代に選ばれ、誇りを
感じてもらえるまちの実現を目指しています。
子育て期は人生の中でも特に大切な時間です。喜び
と同時に、不安や困難を感じることもあります。だ
からこそ、困ったときに気軽に相談できる場所や人
の存在が、親子の安心につながります。
　市では、産後１年未満の方を対象に、助産師が訪
問・日帰り・宿泊型で支援を行う「産後ケア事業」や、
給付金と相談支援をセットにした「出産・子育て応援
ギフト」など、多面的な支援を実施しています。また、
授乳やおむつ替えスペース、大型遊具を備えた「子
育て学習・支援センター」や、市内 4地域で週 2日
程度開設される「出前ひろば」など、親子が交流で
きる場を設け、地域のつながりも大切にしています。

さらに、令和 5年に設立した「南あわじ市子育て応
援コンソーシアム」では、企業や市役所に学生も加
わり、男女を問わず仕事と家庭を両立できる働き方
の実現に向け、地域全体で取り組んでいます。
　子どもたちが伸び伸び遊べる環境づくりにも注力し
ています。本市独自の放課後事業（アフタースクール）
は、子どもたちが地域の大人に見守られながら多様な
学びや交流を楽しめる場として、他自治体からも注目
されています。校庭開放や従来の遊び場整備に加え、
旧三原庁舎跡地では新たな公園整備に着手し、旧倭文
中学校跡地では遊び場整備に向けたワークショップの
開催準備を進めるなど、屋外・屋内の両面から、子ど
もの多様な居場所づくりを進めています。
　子育て家庭の経済的な負担軽減にも取り組んでい
ます。小学 4年生から高校生までの通院・入院時の
医療費を原則無料とする「こども医療費助成制度」
を設けているほか、国の交付金を活用した給付金事
業でも子育て世帯を支援しています。この８月には
物価高騰対策の一環として、市内の 0歳から高校生
等までの児童全員に「こども生活応援商品券（南あ
わじ市連合商店街プレミアム商品券）」を配布しま
した。使用期限は 9月 30 日までで、市内の加盟店
でご利用いただけます。
　子育ては社会全体で支え合うものです。地域の一
人ひとりが支援の輪に加わることで、子どもも親も
笑顔で過ごせるまちづくりが実現します。南あわじ
の未来を担う多くの子どもたちが、このまちで生ま
れ、育っていくことを心から願っています。

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます
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◆兵庫県いずみ会会長表彰
　優良いずみ会リーダー　
　　　　　阿部　摩利子さん（南淡支部阿万地区）
　奨励賞　飛田　量子さん（南淡支部潮美台地区）
◆兵庫県知事表彰
　優良いずみ会　阿那賀いずみ会（西淡支部）

教育委員会による事業説明教育委員会による事業説明


